異文化交流と日本人 by 宮内  敦夫
異文化交流と日本人







Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
国際地域学研究 第4 号2001 年3 月
異文化交流と日本人

























*東 洋大 学国際 地域 学部;FacultyofRegionalDevelopmentStudies,ToyoUniversity
250 国 際地 域学 研究 第4 号2001 年3 月
な文化を吸収し、共存あるいはそれを同化して新たな和洋折衷 の文化 を創出するところに日本人 の
大 きな特徴がある。日本民族の持つ摂取融合の文化的特徴は、食物や衣類や宗教など、日常的な何
をみて も顕著である。
しかし、100年前の国際化と今の国際化では別物 である。明治時代の西洋の進んだ文物を取 り入 れ、
世界の列強に追いつけ追い越せ という後進国の辿る文化の輸入の時代は終わり、今 は産業先進国と
して世界 をリードする立場での国際化である。文化の輸入ではなく輸出の時代である。工業立国で









は、「日本 は、孤立 という古い防御的な殼 にはもはや体が大きくなりすぎて入れない生物
のようなものだ。現代の諸条件の下では新たにもっと大 きな殼を作ることはできないのであるから、
おのが身を守 るための新しい方策を講じなければならない。国際化 は明らかに日本がその繁栄 を維
持し平和に生存するための唯一 の途である。」（TheMeaningofInternationalization1989 ）と言っ
ている。
3 。 日 本 人 と 西 洋 人 の 国 民 性
国際社会で他国民 と交流する場合、彼 らの風俗習慣、 ものの考え方すなわち国民性、文化 という
もの を何も知らないで、同じ人間 なのだから自分 と同じだと思うとうまくいかない。それとの比較
において、自分はどういう民族で どういう考 え方をするのかを知ることが同時に大切なことであ る。
日本人 と西洋人を比較した場合、両者の間には対照的な相違点がある。一概には言えない ところ
もあ るが、日本はグループや組織 を重んじる集団指向型社会（Group-orientedSociety ）に対して、
西洋は個人を大切にする個人指向型社会 （Individual-orientedSociety) である。他に、前者は、縦
型社会（VerticalSociety）、集団社会（CollectiveSociety）な どと言われ、後者は、横型 社会（HorizontalSociety,
）個人主義社会 （IndividualSociety ）などと言われる。戦後、「個人」 とか「個性」 とかい
う言葉が人工に給炎し、経済的 に豊かになると何にで も「マイ」が付き、「マイホーム」「マイカー」
など馴染 みの表現がしきりと言 われてきた。今の若い人たちの生き方を見ると、これは個人主義 の


































無口、表現下手 内向的 多弁、表現上手 外向的
他 と 「 同 じ 」 を良 し と す る
－
他と「異なる」を良しとする
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弁に相手を説得した者の勝ちである。 西洋人の言語表現は、相手に理解してもらうので はな く相手




るが、英語で は、T どyou' しかない。和 を重んじる日本語 と自己主張する英語では、「 はい
」 と'yes'
の使い方も違う。た とえば、「リンゴは好きですか」に対して、好きであれば、「はい、好 きでー
す」 と答 える。「リンゴは好 きではあり ませんか」 といわれれば、「いいえ、好 きで す」 と答 える。一
英語では、“Doyoulikeapples? ”でも“Don ’tyoulikeapples?" でも、いずれの文に対しても、肯
定であれば、“Yes,Ido." 否定であれば、“No,Idon't." である。日本語では相手 に迎合する表現形
式であるために、「はい」と「いいえ」の使い方が肯定疑問文と否定疑問文 とでは異なる。英語で は、
両文 とも好 きなら“Yes" 、嫌いなら“No" である。 これは自分の意向を直裁 に表示する機能 語だか
らである。
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自身のものの考え方や文化を理解すること、己を如実に知ることである。そして、日本民族の特異
性を強調するにとどまって先に進まないのではなく、特異性を自覚した上で、他民族の特異性に理
解を示し、両者の共通性を探すことが異文化交流、文化間交流の途であろう。Johnw.Dower はEmbracingDefeat
の中で、日本人はステレオタイプの見方をするより、多様性と変化、共通性を重
んじることが大切である。日本の文化は、古くは中国、韓国、インド、そして近代は西洋の文化の
混成であるので、日本人のダイナミズム（活力・力強さ）に期待できると言っている。
日本人はスポンジのようなもので、他国の文化を次々と吸収して、既存のものと同化して消化不
良や自己矛盾を起こすことがない特異な民族である。それは、宗教においても言語においても食物
においてもあらゆるものにおいて言えることである。今度は、今まで吸収し蓄積してきた文化を日
本人の勤勉と協調性などの生活習慣と共に輸出する時なったのだと思う。
